
 

 

 

 

◆児童数及び教員数 

 ○児童数 

 ○教員数    １４名 

 

◆学校の特色  

 本校は、緑豊かな田園地帯にあり、地域の人々の教育に対する関心も高く、児童は諸活動において素直で

まじめに取り組んでいる。めざす児童像として、「○いつも元気」「○しっかり勉強」「○だれにでもあいさつ」

を掲げ、自ら目標をもてるようにして実践している。 

これまで、「国語力向上モデル校」、「学習習慣形成モデル校」「思考力等の育成モデル校（Ｈ２５年度）」「心

の交流事業」などの研究指定を受け、基礎的な言語能力を高め論理的思考力を伸ばすとともに、学校や家庭

における望ましい学習習慣の形成に取り組んできた。さらに、論理的思考力の育成を図り、６つの関係づけ

る力（順序をたどる力、比較する力、原因や理由を求める力、類別する力、定義づける力、推理する力）を、

教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動などにおいて活用できる児童の育成について実践を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

◆研究主題設定の理由 

 本校は、これまで基礎的な言語能力を高め、論理的思考力を伸ばすとともに、学校や家庭における望まし

い学習習慣の形成を目指して実践してきた。その結果、学習規律の定着状況が向上して挙手発表が活発にな

り、家庭学習に進んで取り組む児童も増加してきている。 

しかし、昨年度の児童による自己評価では、「比較する力」や「原因や理由を求める力」を中核とした思考

活動や意見発表、話し合い活動などに関する評価がやや低く、課題となった。また社会的要請からも、情報

を素早く正確に判断・処理したり、自分の主張を的確にまとめて発信したりする能力を高める必要がある。 

そこで、「伝える力」の伸長及び「聴く力」の充実をめざして思考力や自己有用感を高め、「自ら問いかけ

る児童」を育成することを目標に、本主題を設定した。 

 

◆研究内容及び方法   

研究主題に基づき以下の４点に重点を置き、研究を進める。 

① 「考えを表現する力」の充実を図る。 

② 思考プロセスを支えるノート作り（思考のツールとしてのメモ、定着のための記録）を推進する。 

③ 「聴く力」を向上させ、話し合い活動の充実を図る。 

④ 活動内容に応じた学習集団（小集団）の設定と支援のあり方を追究する。 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 特別支援 全 校 

１学級 

２９名 

１学級 

２６名 

１学級 

２９名 

２学級 

４０名 

１学級 

２６名 

２学級 

３７名 

２学級 

５名 

１０学級 

１９２名 

思考力等の育成モデル校事業  さぬき市立石田小学校 
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◆研究の全体構想 

学校教育目標 

心豊かで、心身共にたくましく、自ら学ぶ子どもの育成 
（１） めざす児童像から 

 

 

 
研究主題         自ら問いかける児童の育成 

～「伝える力」の伸長、「聴く力」の充実をめざして ～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研究構想図 

  

 

 

「伝える力」の伸長    「聴く力」の充実 

  

１ 「考えを表現する力」の充実 

(1) 様々なテキストの読解を通して、「比較す

る力」と「原因や理由を求める力」を中核と

した「６つの関係づける力」を育成し、「本

時のまとめ」や「振り返り」の時間の充実を

図ることによって、自分の考えを論理的に

表現する力を培う。 

 (2) 全教育活動において、「６つの関係づけ

る力」を活用し、考えを伝え合うことを重視

した指導や支援を行う。 

 

２ 思考プロセスを支えるノート作り （思考のツ

ールとしてのメモと、定着のための記録） 

全教科の学習において、メモを取りなが

ら考えたり、思考図を活用したりすることによ

って、論理的に思考を進められるように指

導する。学習内容の定着を図る場面では、

丁寧なノート記録により、思考を整理する。 

相互に補完 

１ 「聴く力」の充実 

(1) 自分の意志で学習に取り組んでみようと

する問題場面を設定する。 

(2) 児童自身が友達の意見を聞きたいと望

む学習場面を設定する。 

(3) 児童相互に相手の意見を価値づけでき

るように、教師が支援を行う。 

(4) 「聴く力」を育てるドリル学習を、計画的に

実施する。 

 

２ 活動内容に応じた学習集団(小集団)の設

定と支援の充実 

 (1) 学習場面や児童のレディネスに応じた学

習集団(小集団)を設定する。 

 (2) 児童の意見をつなぎ、思考を深める支援

のあり方を追究する。 

 (3) 児童の自己有用感を高める支援のあり方

を追究する。 

☆ 「言葉の力」の充実 

  言葉や漢字の練習、読

書、国語辞典の活用など

を通して、日常的に使え

る語彙を拡充する。 

◎ 学びに向かう姿勢の育成 

(1) 授業規律の確立 

○ 「さぬきっ子 学びの三訓」 

○「石田っ子の約束」（持ち物編） 

(2) 「家庭学習の手引き」に基づく家庭学習の推進 

(3) 定期的な実態調査と結果の分析に基づく具体的な対応

策の実践 

① 児童の発言  ② ノート  ③ 家庭学習（読書を含む） 

◎ 対話に向かう姿勢の育成 

(1) 校内での交流の推進 

・ペア学年活動 

・特別支援学級児童との交流 

(2) 異校種・学校間の交流の推進 

・こども園、幼稚園との交流    

・同一中学校区内の小学校との交流 

低・中・高学年部会（３部会） 

授業研究（事前検討・研究討議） 
進んで学び合う集団づくり部会（２部会） 

部会別研修（討議・提案・検証） 

 

○い  いつも元気 ○し  しっかり勉強 ○だ  だれにでもあいさつ 

研究仮説１ （「伝える力」の伸長により、「自ら問いかける意欲」を育成）   
学習活動の場において、「『考えを表現する力』の充実」や「思考プロセスを支えるノート作り」、「『言葉の

力』の充実」を具現化するための教材や指導方法の工夫を図れば、児童の「伝える力」が伸長し、学習課題

に「自ら問いかける意欲」を育てることができると考える。 

研究仮説２ （「聴く力」の充実により、「自ら問いかける意欲」を育成）   
全教育活動の場において、「『聴く力』の充実」や「学びの深まりや広がり」、「協働化」、「自己有用感」、

「共感的に応答する態度」を向上させる指導方法の工夫を図れば、「進んで学び合う集団」が育ち、周りの

人々に「自ら問いかける意欲」を高めることができると考える。 

自ら問いかける意欲 

（学びに向かう力） 

 



 

 

① 授業研究を通して、児童がどう高まり、どう変容したかについて「成果と課題」を明らかにする。 

② 定期的に実態調査と結果の分析を行い、具体的な対応策を検討する。 

ア 児童の発言 

イ 児童のノート 

ウ 家庭学習（読書を含む）状況 

③ 香川県学習状況調査の結果を分析して成果と課題を明確にし、以降の取り組みの方針を決定する。 

④ 「心の交流事業」のアンケート結果を分析して成果と課題を明確にし、以降の取り組みの方針を決定す

る。 

⑤ 「研究成果の参考とする１０の指標」を活用した評価を行う。 

 

 

 

 

① 本校ホームページや学校だより、学年だよりなどで、学習活動の様子や研究成果を随時知らせる。 

② 授業研究の折、指導者を招聘し、研究についての指導や意見をいただき、今後の改善策を考え、実践に

生かす。 

③ 授業参観や学校訪問の機会に、本研究に関わる授業を公開して、保護者や教育委員会関係者の方々から

研究の取り組みについて意見や感想をいただく。 

④ 「香川の教育づくり発表会」で成果と課題を発表し、意見をいただき、今後に生かす。 

⑤ 「研究のまとめ」を作成し、配布する。 

 

Ⅲ 成果の評価計画（検証方法） 

Ⅳ 研究成果の普及方法 


